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■塩浜２丁目護岸のバリエーション構造について（第１期地区） 

 

 
 

階段ブロック（幅 15m 程度） 

横断１ 

横断 2 

 
小段（幅２ｍ） 

石積階段（幅５m 程度） 

背後地高さ 
標準断面＋10cm 

横断 1 

小段 2.0m 

2m セットバック 

2m セットバック 

法先の変化 
石積み階段 

背後地高さ 
標準断面＋10cm 

横断２ 

石積階段（幅５m 程度） 

護岸の緑化 

被覆石の乱積み 

海岸保全区域 

平面図 

約 75cm 

約 11cm 

約 45cm 

約 15cm 

50m 区間施工後写真 
階段ブロックの勾配は平坦とし、

蹴上げ高は昇り降りと座りやすさ

に配慮して30～40ｃｍ程度とする 

自然石の階段を整備する

際は大きめの石を用いる 

小段は.高潮帯AP+2.1m 

の高さとする 

小段の石は大きな

石を用いる 

・法先の石は人が水際に近づきにくいよう配置する 

（小段前面の安全性が確保されるまでの措置） 

全区間階段ブロックではなくブロ

ックと自然石の繰り返しとする 

階段ブロックの幅員は、100m区

間に合わせ、30m程度とする。 

天端や階段間の標準断面区間（小段より

上部）は乱横断など人の往来が想定され

るため、間詰石の充填等により空隙に足

が入らないよう配慮する 

階段ブロック 自然石階段 

小段・法先 天端等 

ステップの蛇行等自然な印

象に配慮する 

小段 2.0m 

階段ブロック（幅 15m 程度）

P.1～3は第 35回（11.11.22）委員会提示資料 
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階段詳細図 

階段ブロック上の勾配 1:6 程度 

護岸の勾配 1:３ 

15cm 程度 

45cm 程度 

護岸の勾配 1:３ 

護岸の勾配 1:３ 

30cm 程度 

90cm 程度 

平成 23年度春季調査（1工区乱積部 測線No.81） 

AP＋2.1m の高さであれば、藻類やフジツボ等もほとんど付着せず、

小段利用上の安全面の課題が少ない。 

小段高 AP＋2.1m の安全性 

石の表面には藻類や

フジツボ等はほとんど
付着していない 

50
ｍ
区
間 

ｍ
区
間 

100 

階段ブロック 石積み階段 標準断面図（一般部） 

平面イメージ（自然な凹凸の形状） 平面イメージ 

護岸の勾配 1:３ 

階段ブロックを平坦に設置 

35cm 程度 

AP+1.8m 

撮影時の潮位

AP+1.1m 

AP+2.1m 
AP+2.2m 

AP+2.1m 
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■ 護岸バリエーション整備イメージ（100ｍ区間） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

約 30m 約 5m 約 5m 

小段高 AP 2.1m 

小段幅 2m 

■ 整備概要 

・安全に水際まで降りられる階段を 3 箇所に整備する。 

・区間中央部の階段ブロックの幅員は30m程度確保し、両

端 2 箇所の自然石積階段の幅員は 5m とする。 

・水際の縦断的な移動（階段間の移動）に配慮して、AP＋

2.1m の高さに幅員 2m の小段を設置する。 

横断 1 横断 2 

階段ブロック（幅 30m 程度） 

小段（幅２ｍ） 

石積階段（幅 5m 程度） 

法先は石を平らに置かない 

護岸の緑化 

背後地高さ 

標準断面＋10cm 程度 
背後地高さ 

標準断面＋10cm 程度 

約 30m 約 30m 

石積階段（幅 5m 程度） 

横断１ 横断 2 

 

海岸保全区域 海岸保全区域 

海
岸
保
全
区
域 

標準部の石は水平に置き、

凹凸は許容し平均 3 割勾配

とする。 


